
2024 年テーマ『勝利の教会！』                                                                             2024.1.7. 

「基督の教会を寿ぐ（ことほぐ）。」 マタイ書 16 章 15 節～19 節   

 
 

Ⅰ 

ペ
ト
ロ
ス 

 

ペ
テ
ロ
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
漁
師
で
し
た
。
が
っ
し
り
体
格
で
、
日
焼
け
顔
と
太
い
手

足
、
図
太
い
大
声
の
人
物
か
と
想
像
し
ま
す
。
宗
教
に
熱
心
と
か
、
学
問
、
経
営
の
才

覚
、
話
し
上
手
、
人
集
め
が
上
手
い
な
ど
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。 

 
し
か
し
、
主
の
目
に
は
特
別
に
見
え
た
よ
う
で
す
。
主
の
宣
教
活
動
の
開
始
直
後
に
、

漁
の
最
中
に
見
初
め
、
「
我
に
付
き
従
え
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
主
の
選
び

と
は
、
そ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
ペ
テ
ロ
が
、
主
の
問
い
に
即
答
し
、
「
汝
は
、
生
け
る
神
の
子
・
基
督
な
り
」
と

言
っ
た
こ
と
が
本
日
の
聖
句
の
前
提
で
す
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
で
の
招
き
に
も
、
躊
躇
な
く
、

網
を
捨
て
て
、
主
に
従
っ
て
お
り
、
こ
の
問
い
に
も
即
答
し
て
い
ま
す
。
選
び
の
理
由
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ペ
テ
ロ
、
「
シ
モ
ン
」
が
本
名
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
話
す
ア
ラ
ム
語
で
「
岩
」
と
い
う
意
味

の
「
ケ
パ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
希
語
訳
が
「
ペ
ト
ロ
ス
（
ペ
テ
ロ
）
」
。
日

焼
け
顔
、
身
体
も
手
足
も
頑
丈
で
黒
か
っ
た
の
で
、
「
岩
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
は
と

想
像
し
ま
す
。 

 

主
の
呼
び
か
け
や
問
い
に
即
応
・
即
答
し
た
よ
う
に
、
芯
が
強
い
、
意
思
が
硬
い
と
い

う
含
み
か
も
。
名
は
人
の
姿
や
性
格
を
表
す
か
ら
で
す
。 

 

す
る
と
、
主
の
言
葉
「
汝
は
岩
な
り
」
と
は
、
「
汝
の
名
は
『
岩
』
な
り
」
で
は
な

く
、
「
汝
は
『
岩
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
な
り
」
の
意
味
に
解
す
る
の
が
適
切
で
す
。 

 

「
こ
の
岩
の
上
に
建
築
せ
ん
」
の
「
こ
の
岩
」
と
は
、
第
一
に
、
ペ
テ
ロ
と
い
う
解

釈
。
文
字
通
り
に
は
最
も
適
切
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
。
ペ
テ
ロ
は
ロ
ー
マ
の
司
教
に
任

命
さ
れ
て
お
り
、
「
ペ
テ
ロ
の
座
」
と
称
し
て
、
代
々
の
教
皇
が
教
会
を
築
い
て
き
ま
し

た
。 

 

一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
、
「
こ
の
岩
」
を
ペ
テ
ロ
の
信
仰
告
白
と
理
解
し
、
信

仰
告
白
こ
そ
が
教
会
の
基
礎
で
あ
る
と
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
そ
れ
に
賛
同
し
ま
す
が
、

ペ
テ
ロ
の
即
答
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
い
い
加
減
な
即
答
で
は
な
く
、
確
固
た
る

確
信
に
基
づ
く
即
答
で
す
。
確
信
に
よ
る
即
答
、
身
に
つ
い
て
い
る
が
故
の
即
答
、
疑
い

の
余
地
の
な
い
即
答
、
そ
れ
こ
そ
が
「
岩
」
な
の
で
す
。 

 

Ⅱ 

エ
ク
レ
ー
シ
ア 

 

日
本
語
で
「
教
会
」
、
英
語
で
「church

」
と
訳
さ
れ
、
羅
語
で
「ecclesia

」
、

仏
語
で
「église

」
、
西
語
で
「igles

ia

」
な
ど
「
エ
ク
レ
ー
シ
ア
＝
教
会
」
で
す

が
、
元
々
、「
教
会
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

元
々
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
・
ポ
リ
ス
の
「
議
会
」
と
い
う
意
味
で
す
。

自
由
市
民
が
全
員
参
加
す
る
直
接
民
主
政
で
し
た
。
議
会
開
催
の
必
要
が
生
じ
で
議

員
を
招
集
を
す
る
こ
と
を
希
語
で
「
エ
ク
・
カ
レ
オ
ー
」
（
呼
び
出
す
）
。
呼
び
出
さ

れ
た
集
団
を
「
エ
ク
レ
ー
シ
ア
」
を
い
い
ま
し
た
。 

  

 

 

 

               

 

ユ
ダ
ヤ
教
の
会
堂
は
「
シ
ナ
ゴ
ー
グ
」
な
の
で
、
新
し
い
信
仰
者
の
集
団
も
「
シ
ナ
ゴ

ー
グ
」
と
呼
ぶ
の
が
通
常
で
す
が
、
主
は
、
新
し
い
集
団
を
「
エ
ク
レ
ー
シ
ア
」
と
呼
ば

れ
た
の
で
す
。
「
呼
び
集
め
し
も
の
」
と
い
う
意
味
で
す
。
構
成
員
と
な
る
一
人
一
人
に

は
、
神
の
言
葉
・
聖
霊
に
よ
り
エ
ク
カ
レ
オ
ー
。
そ
れ
に
従
う
か
否
か
は
自
由
意
思
で
す

が
、
ペ
テ
ロ
の
即
従
に
倣
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

そ
の
エ
ク
レ
ー
シ
ア
を
、
主
は
「
建
築
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
ペ
テ
ロ
の
信
仰

告
白
の
上
に
建
築
す
る
の
で
、
建
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
物
の
建
築
に
準
え
た
表
現
。

何
も
な
か
っ
た
土
地
の
上
に
建
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
物
が
出
現
す
る
よ
う
に
、
何
も

な
か
っ
た
も
の
を
新
し
く
作
る
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
通
り
に
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
制
度
。
基
督
の
教
会
で
す
。
ペ
テ
ロ
が
前

触
れ
な
く
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
突
然
に
召
し
出
さ
れ
ま
す
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
の

よ
う
に
、
一
人
一
人
が
責
任
を
も
っ
て
立
法
、
行
政
、
司
法
に
参
与
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賜

物
に
従
っ
て
奉
仕
す
る
の
で
す
。 

 
 
 

Ⅲ 

ム
ラ
イ
・
ハ
ド
ゥ
（
ハ
デ
ス
） 

 

「
ム
ラ
イ
・
ハ
ド
ゥ
」
＝
「
ハ
デ
ス
の
門
（
黄
泉
の
門
）」。 

 

「
門
」
と
い
う
概
念
、
日
本
人
と
は
意
味
合
い
が
異
な
り
ま
す
。
旧
約
聖
書
で
は
、
ソ

ド
ム
の
門
、
サ
マ
リ
ヤ
の
門
、
エ
フ
ラ
イ
ム
の
門
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
門
、
サ
マ
リ
ヤ
の

門
、
エ
シ
ャ
ナ
の
門
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
門
、
バ
テ
・
ラ
ビ
ム
の
門
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
の
門
な

ど
。 

 

町
全
体
が
、
５
階
建
て
の
ビ
ル
の
よ
う
な
、
高
く
幅
の
広
い
擁
壁
で
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
足
で
中
に
入
れ
る
日
本
の
門
と
は
異
な
り
、
門
を
通
過
す
る
の
が
問
題
で
す
。 

 

旧
約
聖
書
で
は
、
「
町
の
門
」
に
準
え
て
「
天
の
門
」
「
死
の
門
」
「
死
の
影
の
門
」
「
黄

泉
の
門
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ダ
の
王
ヒ
ゼ
キ
ア
も
、
病
気
の
時
、
「
生
涯
の
半
ば

で
黄
泉
の
門
に
入
る
」
と
嘆
い
て
い
ま
す
（
イ
ザ
ヤ
３
８
：
１
０
）
。 

 

「
黄
泉
の
門
に
入
る
」
と
は
「
黄
泉
に
入
る
」
を
意
味
し
、
「
現
世
に
戻
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
を
意
味
。
「
黄
泉
」
は
「
死
者
の
居
所
」
と
い
う
意
味
で
、
「
黄
泉
の
門
」
は

「
死
の
門
」
と
い
う
意
味
。 

 

町
の
門
は
、
入
る
者
も
、
出
る
者
も
お
り
、
出
入
域
を
管
理
す
る
施
設
で
す
が
、
黄
泉

の
門
は
、
入
る
者
を
迎
え
る
一
方
で
、
出
る
こ
と
は
許
さ
な
い
門
で
す
。
そ
の
性
質
は
、

出
入
り
の
管
理
で
は
な
く
、
死
者
を
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
で
す
。 

 
日
本
の
『
古
事
記
』
で
は
、
妻
イ
ザ
ナ
ギ
が
死
ん
で
黄
泉
に
下
っ
た
と
こ
ろ
、
夫
イ
ザ

ナ
ミ
は
黄
泉
ま
で
行
っ
て
、
イ
ザ
ナ
ギ
を
連
れ
戻
そ
う
と
し
ま
す
が
、
死
者
と
な
っ
た
イ

ザ
ナ
ギ
に
怯
え
、
逃
げ
出
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
黄
泉
へ
の
出
入
り
も
可
能
な
よ
う

で
す
が
、
聖
書
で
は
不
可
能
で
す
。 

 

「
黄
泉
の
門
が
基
督
の
教
会
に
勝
つ
こ
と
な
し
」
と
は
、
黄
泉
の
門
が
死
者
を
閉
じ
込

め
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
説
明
。
「
基
督
の
教
会
は
、
黄
泉
の
門
に
よ
っ
て

閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
意
味
。
基
督
の
教
会
は
死
ぬ
こ
と
が
な
く
、
永

遠
な
の
で
す
。 

         

 



【新改訳 2017】 

マタ 16:15 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、

わたしをだれだと言いますか。」 

16:16 シモン・ペテロが答えた。「あなたは生ける神の

子キリストです。」 

16:17 すると、イエスは彼に答えられた。「バルヨナ・

シモン、あなたは幸いです。このことをあなたに明ら

かにしたのは血肉ではなく、天におられるわたしの父

です。 

16:18 そこで、わたしもあなたに言います。あなたは

ペテロです。わたしはこの岩の上に、わたしの教会を

建てます。よみの門もそれに打ち勝つことはできませ

ん。 

16:19 わたしはあなたに天の御国の鍵を与えます。あ

なたが地上でつなぐことは天においてもつながれ、あ

なたが地上で解くことは天においても解かれます。」 

 

マタイ 16：18 直訳 

あえて我も汝に言わん。「汝は岩（ペトロス）な

り。この岩の上に、我、我が呼び集めしもの（エ

クレーシア）を建築せん。黄泉の門は、それに勝

つことなし。」 

 

【NKJV】 
Mat16:15 He said to them, "But who do you 
say that I am?" 
 16:16 Simon Peter answered and said, "You 
are the Christ, the Son of the living God." 
 16:17 Jesus answered and said to him, 
"Blessed are you, Simon Bar-Jonah, for flesh 
and blood has not revealed this to you, but My 
Father who is in heaven. 
 16:18 "And I also say to you that you are 
Peter, and on this rock I will build My church, 
and the gates of Hades shall not prevail 
against it. 
 16:19 "And I will give you the keys of the 
kingdom of heaven, and whatever you bind on 
earth will be bound in heaven, and whatever 
you loose on earth will be loosed in heaven." 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



